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出
雲
市
で
は
平
成
24
年
の
古
事
記
編
纂
１
３
０
０
年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
る
「
神
話
博

し
ま
ね
」
や
、
平
成
25
年
の
出
雲
大
社
「
平
成
の
大
遷
宮
」
を
契
機
に
、
出
雲
の
魅
力
を
再

発
見
し
、
訪
れ
る
方
を
「
お
も
て
な
し
」
の
心
で
お
迎
え
す
る
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、地
域
で
取
り
組
む
お
も
て
な
し
・
ま
ち
づ
く
り
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
神
話
博
し
ま
ね
」
は
、
古
事
記
編
纂

１
３
０
０
年
を
記
念
し
、
平
成
24
年
７
月
21
日

か
ら
11
月
11
日
の
１
１
４
日
間
、
出
雲
大
社
周

辺
を
主
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
神
話
博
し
ま
ね
開
催
に
向
け
、
日
本
三

美
人
の
湯
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
出
雲
市
斐

川
町
の
湯
の
川
温
泉
の
旅
館
（
全
館
５
軒
）
で

組
織
す
る
湯
の
川
温
泉
組
合
が
、
箸
休
め
と
し

て
食
べ
る
薬
草
粥
を
考
案
し
ま
し
た
。
こ
の
薬

草
粥
は
、
５
月
１
日
か
ら
、
湯
の
川
温
泉
の
各

旅
館
で
宿
泊
客
に
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

湯
の
川
温
泉
は
、
八
上
姫
（
や
か
み
ひ
め
）

神
話
で
、
神
代
の
昔
、
大
国
主
命
（
お
お
く
に

ぬ
し
の
み
こ
と
）
と
恋
に
落
ち
た
因
幡
の
国
（
鳥

取
県
）
の
八
上
姫
が
、
大
国
主
命
を
慕
っ
て
は

る
ば
る
出
雲
の
国
へ
と
向
か
っ
た
厳
し
い
旅
の

途
中
、
南
の
山
の
谷
あ
い
に
湯
が
湧
き
出
て
い

る
の
を
見
つ
け
ら
れ
、
旅
の
疲
れ
を
そ
の
温
泉

で
癒
さ
れ
て
一
層
美
し
い
美
人
神
に
な
ら
れ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
温
泉
で
す
。
温
泉
の
敷
地

れ
て
い
る
薬
草
「
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
」
の
存
在
を
知

り
ま
し
た
。
そ
の
樹
皮
は
、
日
本
薬
局
方
に
も

記
載
さ
れ
て
い
る
生
薬
で
、
こ
れ
を
煎
じ
た
も

の
は
、
胃
腸
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

薬
草
粥
第
一
弾
は
、
こ
の
大
黒
山
で
採
取
し

た
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
を
煎
じ
た
お
茶
と
、
炊
い
た

米
、
斐
川
町
産
の
ハ
ト
ム
ギ
と
粉
末
状
の
出
西

し
ょ
う
が
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
塩
で
味
付
け
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
薬
草
粥
を
食
べ
て
体
の
中
か
ら

健
康
美
人
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
考
え
て
開
発

さ
れ
ま
し
た
。

に
は
、
八
上
姫
を
お
祀
り
し
た
「
八
上
姫
神
社
」

が
あ
り
ま
す
。

　

湯
の
川
温
泉
組
合
の
若
手
メ
ン
バ
ー
は
、
温

泉
活
性
化
事
業
の
一
環
と
し
て
、
平
成
23
年
春

か
ら
勉
強
会
等
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
過
程
で
、
温
泉
周
辺
に
位
置
す
る
「
大

黒
山
」
に
自
生
し
、
出
雲
国
風
土
記
に
記
載
さ

　

器
は
同
町
の
出
西
窯
の
陶
器
が
使
わ
れ
、

コ
ー
ス
タ
ー
は
同
町
内
の
デ
ザ
イ
ン
会
社
「
ナ

ナ
イ
ロ
」
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ー

ス
タ
ー
は
開
く
と
お
み
く
じ
に
な
っ
て
お
り
、

薬
草
粥
の
詳
細
が
読
み
取
れ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も

付
い
て
い
ま
す
。

　

同
組
合
で
は
、
今
後
も
継
続
的
に
勉
強
会
を
開

催
し
、
大
黒
山
に
自
生
す
る
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
以
外

の
薬
草
を
活
用
し
た
薬
草
粥
を
開
発
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
古
代
ハ
ス
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
（
詳

細
は
25
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
等
、
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

神
話
に
も
登
場
す
る

　
　

美
人
の
湯
「
湯
の
川
温
泉
」

薬
草
粥
の
誕
生

八上姫神社と奉納された絵馬

薬草粥とコースター

▲薬草粥の詳細はこちら

湯元湯の川（ゆもとゆのかわ）

☎ 72－0333
湯宿　草庵（ゆやど　そうあん）

☎ 72－0226
はらだ荘（はらだそう）

☎ 72－0840
松園（しょうえん）

☎ 72－0024
湖静荘（こせいそう）

☎ 72－0339

～湯の川温泉旅館～



公式ウェブサイトも、ぜひ、ご覧ください。
http://www.shinwahaku.jp/

神話博しまね推進室　☎５３－８８３５

　「神話博しまね」特設会場の「神話映像館」では、超ワイドスクリーンに映し出される「実写」と
「CG」が融合した迫力のエンターテイメントがあなたを神話の世界へと誘います。また、会期中、県内
各地の“伝統芸能”を毎日見ていただくことができる「しまね魅力発信ステージ」など、魅力満載です。
　しまね魅力発信ステージには、市内からも「大土地神楽」、「出
雲農林高等高校　出農太鼓部」など多くの団体が出演されます。
　出演団体リストは、前月広報と併せてお配りしました「神々の国し
まね公式ガイドブック（vol.2）」に掲載されていますのでご覧ください。
　また、出雲大社周辺では様々なイベントが企画されていますので、
まち歩きもお楽しみください。

　7月20日まで、お得なセット券が販売されていますので、この機会に、ぜひ、ご購入いただきご家族でお出かけください。
　なお、市内では、道の駅「キララ多伎」、道の駅「吉兆館」、古代出雲歴史博物館、出雲市民会館等、多くの施設でチ
ケットを販売しています。

開催まで残り１か月！！
出雲市から盛り上げよう！！

7月21日（土）～11月11日（日）開催

◇お得な前売チケット好評発売中！

　会期中の土日祝日およびお盆（8/10（金）～15（水））の期間、出雲大社周辺の道路は大変な混雑が予想
され、近隣駐車場が不足する恐れがあります。そのため、「神門通り交通規制」と「パーク＆ライド」を実施しますので、
市民の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。

「神話博しまね」開催期間中の交通渋滞対策として、出雲大社参詣道「神門通り」で交通規制を行わせていただきます。

◇ 交　通　対　策　！

神門通り交通規制

神話博しまねに
関するおたずね

　下図①～③の無料駐車場から、神話博しまね特設会場直行の無料シャトルバスをご利用ください。
　シャトルバスは概ね20分ごとの運行を予定しています。（平日は、みせん広場、ご縁広場、旧大社駅の無
料駐車場をご利用ください）
※ 会期中の時期により、駐車場①～③のいずれかへマイカーを
　 誘導します。詳しくは事前に公式ウェブサイトでご確認ください。

パーク＆ライド

※１. 時間帯は午前１０：００～午後４：００の間です。
※２. 路線バス・軽車両（自転車、人力車等）は規制の対象外です。
※３. 北進方向への進行は不可ですが、それ以外の方向への進行は可能です。

①島根ワイナリー（駐車250台）
②出雲文化伝承館（駐車150台）
③東部高等技術校（駐車500台）

しまねっこ
に

　毎日あえ
るにゃ

交通渋滞は誰に
  とっても迷惑ですよね！！

神話博しまね 検索

神話博しまね特設会場へはパーク＆ライドでのご来場をお願いします

勢溜～宇迦橋北詰間の各交差点から北進不可※1、2、3となります

© 蛙男商会/DLE
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至日御碕 勢溜

神門通り

宇迦橋 ①島根
　ワイナリー

②出雲文化
　伝承館③東部高等

　技術校

神話博しまね
特設会場

古代出雲
歴史博物館

シャトルバス乗降場
（かめやま広場）

おお ど　ち   か ぐ ら

せいだまり　　   う    が   ばし
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